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横
光
利
｝
の
『
紋
章
』
に
お
け
る
「
正
義
」
と
「
自
由
」

同
時
代
の
評
価
と
自
由
に
与
え
る
判
決

河
田
　
和
子

　
横
光
利
一
の
『
紋
章
』
（
昭
和
九
年
一
月
～
九
月
「
改
造
」
／
昭
和
九
年
九

月
、
改
造
社
）
①
は
、
発
表
当
時
、
青
野
季
吉
ら
を
は
じ
め
と
す
る
作
家
、
評

論
家
ら
の
注
目
を
浴
び
た
作
品
で
あ
る
。
「
純
粋
小
説
論
」
（
昭
和
一
〇
年
四
月

「
改
造
」
）
と
の
関
わ
り
か
ら
論
じ
ち
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
発
表
当
時
、
こ
の

小
説
に
対
す
る
賛
否
両
論
の
焦
点
は
、
知
識
人
に
と
っ
て
の
「
自
由
」
の
問
題

に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
青
野
季
吉
は
、
次
の
よ
う
に
、
『
紋
章
』
を
「
知
識
人
の

復
活
の
宣
言
」
と
絶
賛
し
て
い
た
。

　
　
長
編
「
紋
章
」
に
お
い
て
は
、
精
神
の
自
由
が
高
く
か
か
げ
ら
れ
、
「
冷

　
　
然
」
と
し
て
時
代
の
不
安
を
見
下
し
、
時
代
の
動
向
を
見
送
り
、
「
闊
達

　
　
自
在
」
に
そ
れ
に
身
を
処
し
て
、
自
己
の
不
抜
と
優
越
と
を
貫
か
う
と
す

　
　
る
知
識
人
の
積
極
的
な
自
由
主
義
へ
の
意
志
を
そ
こ
に
眺
め
た
。
（
略
）

　
　
知
識
人
の
精
神
の
自
由
を
た
か
く
か
か
げ
た
横
光
氏
の
積
極
的
な
自
由

　
　
主
義
は
、
自
意
識
の
過
剰
に
悩
み
、
混
乱
に
混
乱
を
か
さ
ね
、
不
安
と
疑

　
　
惑
を
口
に
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
わ
っ
か
に
自
己
を
な
ぐ
さ
め
て
み
る
近

　
　
代
イ
ン
テ
リ
に
と
っ
て
は
、
一
．
つ
の
啓
示
と
も
云
っ
て
い
い
支
配
力
を
も

　
　
つ
理
由
が
充
分
に
あ
る
（
「
『
紋
章
』
の
世
界
に
つ
い
て
i
横
光
利
一
論

　
　
の
一
節
一
」
昭
和
九
年
一
〇
月
「
改
造
」
一
七
六
～
一
七
七
頁
　
傍
線

　
　
は
引
用
者
に
よ
る
、
以
下
同
じ
）
。

「
精
神
の
自
由
」
は
、
青
野
の
主
張
す
る
能
動
精
神
の
立
場
と
も
結
び
つ
け
ら

れ
て
お
り
、
彼
が
『
紋
章
』
を
評
価
し
た
の
は
、
そ
こ
に
知
識
人
の
能
動
的
精

神
の
曙
光
を
見
出
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
②
。

　
だ
が
、
『
紋
章
』
で
見
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
自
由
」
に
対
し
て
、
否
定
的

な
見
方
も
あ
っ
た
。
宮
本
百
合
子
は
、
青
野
の
賞
賛
ぶ
り
を
三
面
し
、
「
横
光
に

よ
っ
て
た
ど
ら
れ
た
自
由
建
設
の
道
行
き
を
調
べ
る
と
、
（
略
）
実
は
案
外
、
単

純
で
、
楽
な
道
具
だ
て
だ
け
を
こ
の
作
品
の
た
め
に
拾
っ
て
き
て
い
る
事
実
を

見
出
す
」
（
二
九
三
四
年
度
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
動
向
」
昭
和
九
年

一
二
月
「
文
学
評
論
」
）
と
批
判
的
だ
っ
た
。
宮
本
が
「
単
純
」
だ
と
難
じ
た
の

は
、
雁
金
の
よ
う
な
発
明
家
を
登
場
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
実
践
力
の
あ
る
マ
ル

キ
ス
ト
を
作
中
に
ひ
き
こ
ん
で
久
内
の
敵
と
し
た
な
ら
ば
、
久
内
の
精
神
に
も

っ
と
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
「
作
者
の
知
的
追
求
に
対
し
て
お
び
た
だ
し
い
多
彩

な
発
酵
の
過
程
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
は
ず
な
の
に
、
そ
う
し
た
冒
険

が
回
避
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
実
践
家
ー
マ
ル
キ
ス
ト
と
考
え
て
い

た
宮
本
に
と
り
、
発
明
家
雁
金
の
行
動
力
は
物
足
ら
ぬ
も
の
で
、
久
内
の
「
自

由
」
の
精
神
に
し
て
も
、
千
利
休
の
茶
法
に
精
神
の
錯
乱
を
防
ぐ
自
己
の
図
法

を
見
出
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寧
ろ
「
日
本
的
な
虚
無
感
の
充
実
」
に

過
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
戸
坂
潤
は
、
久
内
の
言
う
「
自
由
」
、
即

ち
「
自
分
の
感
情
と
思
想
と
を
独
立
さ
せ
て
冷
然
と
眺
め
る
こ
と
の
出
来
る
闊

達
自
在
な
精
神
」
は
、
「
実
体
的
な
自
由
」
で
な
い
と
評
し
て
い
る
（
「
横
光
利

一
の
論
理
」
『
思
想
と
し
て
の
文
学
』
昭
和
一
一
年
二
月
、
三
笠
書
房
）
。

　
そ
の
よ
う
に
、
当
時
、
久
内
が
雁
金
の
行
動
か
ら
教
わ
っ
た
と
す
る
「
自
由
」

は
、
『
紋
章
』
の
評
価
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
賛
否
両
論
に
分
か
れ
た
の
も
、
「
自

由
」
の
曖
昧
性
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
田
口
律
男
の
「
横
光
利
一
『
紋
章
』
論

一
「
純
粋
小
説
論
」
を
光
源
と
し
て
一
」
（
昭
和
五
八
年
三
月
目
山
口
国
文
」
）

で
は
、
「
久
内
に
自
由
を
叫
ば
せ
な
が
ら
も
、
そ
の
背
後
の
〈
空
虚
〉
を
書
い
て

し
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
横
光
に
は
」
、
「
〈
自
由
〉
の
曖
昧
さ
、
或
は
〈
理
智
〉

の
行
末
な
ど
、
重
要
な
問
題
が
、
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
残
さ
れ
た
」
と
し
て
い

る
。
恐
ら
く
、
そ
の
後
、
特
に
「
大
東
亜
戦
争
」
下
に
お
い
て
、
横
光
が
、
個

人
主
義
と
結
び
つ
い
た
自
由
主
義
思
想
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
の
も
、
「
自
由
」

の
観
念
の
曖
昧
性
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
『
紋
章
』
に
お
い
て
、
「
自
由
」
が
問
題
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に
な
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
と
い

う
の
も
、
横
光
自
身
、
「
紋
章
に
つ
い
て
」
（
昭
和
一
〇
年
一
一
月
「
改
造
」
）
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
そ
こ
に
当
時
の
知
識
人
の
「
自
由
」
に
対
す
る
問

題
意
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　
　
わ
れ
わ
れ
の
理
想
は
、
自
由
を
讃
美
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
由
に
判
決

を
与
へ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
智
識
階
級
に
与
へ
ら
れ
た
義
務
で
あ
り
、
討

　
　
論
で
あ
る
。
私
は
そ
の
次
ぎ
の
問
題
を
、
読
者
と
と
も
に
考
へ
た
い
と
思

　
　
制
。
こ
れ
は
瞬
間
に
し
て
然
も
永
久
に
前
進
す
べ
き
新
た
な
意
志
と
道
徳

　
　
の
問
題
に
変
化
す
べ
き
性
格
を
持
つ
か
ら
だ
（
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』

　
　
第
一
四
巻
、
昭
和
五
七
年
一
二
月
、
河
出
書
房
新
社
、
｝
八
九
頁
）
。

横
光
は
、
「
自
由
」
に
「
判
決
を
与
へ
る
」
こ
と
が
、
知
識
人
に
と
っ
て
「
理
想
」

で
あ
り
「
義
務
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
が
、
「
自
由
に
判
決
を
与
へ
る
」
と

は
、
そ
も
そ
も
、
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
か
。
．

　
豪
華
の
「
紋
章
」
（
昭
和
五
八
年
一
〇
月
「
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
」
〉
は
、

こ
の
「
自
由
に
判
決
を
与
へ
る
」
と
い
う
一
件
に
着
目
し
て
『
紋
章
』
を
分
析

し
て
い
る
。
こ
の
論
に
よ
れ
ば
、
因
襲
や
道
徳
、
社
会
的
な
拘
束
か
ら
超
脱
し

た
「
自
由
」
な
交
渉
1
1
「
無
償
の
行
為
」
が
、
『
紋
章
』
以
前
の
横
光
の
作
品
に

も
見
ら
れ
、
『
機
械
』
で
も
「
見
え
ざ
る
機
械
」
と
い
う
「
他
」
に
自
己
審
判
が

委
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
『
紋
章
』
で
展
開
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
自
由
へ
の

判
決
」
に
繋
が
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
紋
章
』
の
雁
金
は
、
多
多

羅
の
不
正
に
示
さ
れ
た
「
権
力
機
構
の
謀
略
」
に
対
し
、
「
正
面
か
ら
抗
す
る
と

い
う
よ
う
な
『
積
極
的
自
由
主
義
』
」
を
掲
げ
た
り
せ
ず
、
「
む
し
ろ
極
度
に
自

己
は
捨
象
さ
れ
、
抹
殺
的
な
自
己
審
判
」
が
な
さ
れ
て
「
こ
の
自
己
疎
外
の
過

程
の
中
で
、
自
由
へ
の
判
決
が
下
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
」
と
す
る
。

　
伴
論
文
で
は
、
雁
金
に
お
い
て
自
己
を
捨
象
す
る
「
自
由
へ
の
判
決
」
が
下

さ
れ
て
い
た
と
見
て
い
る
。
し
か
し
注
意
し
た
い
の
は
、
「
自
由
」
を
問
題
に
し

て
い
た
の
は
、
行
為
と
意
志
と
の
分
裂
に
苦
悩
す
る
知
識
人
、
久
内
の
方
で
あ

り
、
行
動
家
の
雁
金
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
「
あ
の
人
が
僕
に
と
っ
て
有
難
い
の
は
、
僕
の
精
神
や
想
像
力
を
誰
よ
り

　
　
も
美
し
く
し
て
く
れ
る
か
ら
な
ん
だ
。
つ
ま
り
あ
の
人
は
、
僕
の
意
識
や

　
　
情
熱
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
、
さ
き
も
云
っ
た
物
や
思
想
を
所
有
す
る
と

　
　
い
ふ
や
う
な
浪
漫
的
な
感
傷
主
義
か
ら
、
全
く
自
由
に
ひ
き
離
し
て
く
れ

　
　
る
の
に
大
変
便
利
な
人
だ
つ
た
の
だ
。
」
（
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
五

　
　
巻
、
昭
和
五
六
年
一
一
月
、
河
出
書
房
新
社
、
三
九
三
頁
）

寧
ろ
、
雁
金
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
自
由
」
よ
り
も
「
正
義
の

観
念
」
で
あ
り
、
彼
の
「
行
動
は
、
僕
に
誰
よ
り
も
自
由
と
い
ふ
精
神
を
教
へ

て
く
れ
た
」
の
だ
と
久
内
は
述
べ
る
。
雁
金
の
「
正
義
」
に
慧
か
れ
た
行
動
は
、

久
内
に
お
い
て
、
物
や
思
想
の
所
有
か
ら
離
れ
た
「
自
由
」
の
問
題
に
転
換
さ

れ
て
い
る
。
久
内
が
問
題
に
し
た
所
の
「
自
由
」
が
、
伴
論
文
で
は
雁
金
の
も

の
に
す
り
替
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
「
自
由
に
判
決
を
与
へ
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
久
内
の
「
自
由
」
の
問
題
に
即
し
て
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
し
か
も
、
「
自
由
に
判
決
を
与
へ
る
」
こ
と
が
知
識
階
級
の
理
想
で
あ
り
義
務

で
あ
る
と
横
光
が
述
べ
て
い
た
背
景
に
は
、
当
時
、
自
由
主
義
の
限
界
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
中
で
、
文
学
者
の
み
な
ら
ず
三
木
清
な
ど

の
知
識
人
が
自
由
主
義
に
つ
い
て
の
議
論
を
頻
り
に
し
て
い
た
状
況
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
『
紋
章
』
に
お
い
て
「
自
由
に
判
決
を
与
へ
る
」
と
い
う

こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
か
、
当
時
の
社
会
状
況
や
自
由

を
め
ぐ
る
議
論
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
考
察
す
る
。

二
　
資
本
主
義
機
構
を
象
徴
す
る
醤
油
と
特
許

　
だ
が
、
そ
の
問
題
を
考
え
る
に
際
し
て
、
ま
ず
、
久
内
に
「
自
由
」
の
精
神

を
教
え
た
雁
金
の
「
正
義
の
観
念
」
と
行
動
を
見
て
お
き
た
い
。
横
光
は
、
何

故
、
特
許
醤
油
の
発
明
に
夢
中
に
な
る
雁
金
を
こ
の
小
説
で
描
い
た
の
か
。
留

意
し
た
い
の
は
、
醤
油
新
製
法
の
発
明
に
雁
金
が
囚
わ
れ
た
契
機
が
、
第
一
次

世
界
大
戦
後
の
影
響
に
よ
る
物
価
高
で
醤
油
価
格
が
急
騰
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
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と
い
う
事
で
あ
る
。

欧
州
の
大
戦
が
終
る
と
間
も
な
く
わ
が
国
の
物
価
は
未
曽
有
の
奔
騰
を

来
た
し
た
こ
と
は
、
今
は
誰
で
も
知
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
そ
れ
ら
の
物
価
の
奔
騰
す
る
さ
ま
は
夢
の
や
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
、
世
の
人
人
は
＝
獲
千
金
の
夢
に
つ
か
れ
、
（
略
）
購
買

係
り
を
し
て
み
た
青
年
雁
金
の
満
満
た
る
野
望
も
、
ひ
と
し
く
こ
の
と
き

爪
を
現
し
て
か
か
る
べ
き
嚢
に
ひ
っ
か
か
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
あ
る

日
、
彼
が
新
聞
を
見
て
み
る
と
、
九
升
入
の
樽
一
本
の
醤
油
の
値
段
が
、

十
二
円
に
改
定
さ
れ
た
と
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
最

上
の
醤
油
が
一
落
三
円
で
あ
っ
た
と
き
と
て
、
こ
の
急
激
な
四
倍
の
躍
進

　
　
の
仕
方
は
、
物
価
と
そ
の
原
料
と
の
間
に
大
き
く
開
か
れ
た
隙
間
に
、
突

　
　
如
と
し
て
雁
金
を
ほ
り
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
（
『
定
本
横
光
利

　
　
［
全
集
』
第
五
巻
．
、
　
一
二
一
頁
）

実
際
に
改
訂
さ
れ
た
値
段
は
、
最
上
の
も
の
で
卸
売
価
格
だ
と
一
〇
黙
々
で
あ

っ
た
。
『
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤
油
史
』
（
昭
和
四
三
年
一
〇
月
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤

油
株
式
会
社
）
に
よ
れ
ば
、
醤
油
の
卸
売
価
格
が
大
正
七
年
一
月
に
三
・
七
五

円
で
あ
っ
た
の
が
翌
八
年
一
二
月
に
は
約
三
倍
の
一
〇
円
に
ま
で
急
上
昇
し
て

い
る
。
金
子
慶
之
助
『
醤
油
略
史
』
（
昭
和
四
一
年
、
出
版
社
不
明
）
で
も
、
大

正
八
年
に
醤
油
卸
売
価
格
は
九
升
「
丁
一
〇
円
と
い
う
相
揚
が
現
れ
た
と
し
て

い
る
。
そ
の
暴
騰
期
に
お
い
て
、
雁
金
は
、
新
聞
の
広
告
面
で
「
特
許
玉
取
醤

油
会
社
」
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
附
き
の
株
式
募
集
」
を
見
つ
け
、
原
料
費
の
安
い

薩
摩
芋
か
ら
醸
造
し
た
醤
［
油
の
専
売
特
許
権
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤
油
や
ヤ
マ
サ
醤
油
と
か
一
般
的
な
醤
油
は
、
小
麦
と
大
豆
、

塩
か
ら
作
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
雁
金
が
見
つ
け
た
新
聞
広
告
の
特
許
醤
油
は
、

薩
摩
芋
を
原
料
と
し
、
生
産
費
が
「
三
分
の
一
も
か
か
ら
」
ず
「
五
割
」
の
利

得
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
大
正
八
年
頃
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
を
見

る
と
、
特
許
改
良
醤
油
「
マ
ツ
バ
ト
ミ
〕
③
や
「
コ
ダ
カ
ラ
」
な
ど
の
広
告
も

見
．
ら
れ
、
　
一
般
の
醤
油
よ
り
ず
っ
と
格
安
で
売
ら
れ
て
い
た
状
況
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
原
料
は
不
明
だ
が
、
新
製
法
に
よ
る
特
許
醤
油
で
あ
り
、
　
一
般
の
醤

油
が
一
〇
円
台
の
時
期
、
「
コ
ダ
カ
ラ
」
な
ど
は
六
円
九
〇
銭
で
売
ら
れ
て
い
た

（
大
正
八
年
一
二
月
一
七
日
付
「
東
京
朝
日
新
聞
」
広
告
）
。
小
麦
や
大
豆
よ
り

も
安
い
原
料
で
作
れ
ば
安
く
売
れ
、
価
格
破
壊
競
争
で
優
位
に
立
つ
こ
と
が
で

き
、
購
買
力
を
延
ば
し
て
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
大
正
八

年
当
時
、
そ
の
内
容
は
異
な
る
が
、
専
売
特
許
の
醤
油
事
業
株
を
売
り
出
す
広

告
も
実
際
に
出
さ
れ
て
い
た
（
大
正
八
年
七
月
二
七
日
付
「
東
京
朝
日
新
聞
」

の
「
東
洋
特
許
醤
油
株
」
広
告
等
）
。
も
っ
と
も
、
雁
金
は
、
芋
取
醤
油
の
発
明

家
山
崎
の
妊
策
に
よ
り
、
隠
元
豆
を
材
料
と
し
た
質
の
悪
い
醤
油
製
造
の
特
許

権
を
売
り
つ
け
ら
れ
大
損
を
被
る
の
で
あ
り
、
好
況
の
さ
な
か
、
ま
が
い
物
の

特
許
権
を
掴
ま
さ
れ
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
だ
が
、
大
正
九
年
に
入
る
と
、
大
戦
後
の
日
本
の
好
況
も
反
動
が
来
て
恐
慌

状
態
と
な
り
、
醤
油
の
相
場
も
そ
の
あ
お
り
で
一
般
醤
油
は
九
升
樽
当
た
り
六

円
に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
に
な
る
（
『
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤
油
史
』
）
。
し
か
も
、
生

産
過
剰
で
販
売
競
争
が
激
化
し
、
醤
油
大
手
メ
ー
カ
ー
の
ヤ
マ
サ
醤
油
、
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
（
野
田
醤
油
）
、
ヒ
ゲ
タ
醤
油
は
、
大
正
一
五
年
に
協
定
を
結
び
、
東

京
市
場
に
お
い
て
シ
ェ
ア
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
醤
油
業
カ
ル
テ
ル
を
形
成
し
て

い
く
。
醤
油
に
も
、
最
上
・
極
上
・
上
物
・
中
物
・
並
物
と
あ
る
が
、
最
上
品

に
対
す
る
需
要
が
伸
び
て
い
っ
た
（
花
井
俊
介
「
三
蔵
協
定
前
後
期
の
ヤ
マ
サ

醤
油
」
／
林
玲
子
編
『
醤
油
醸
造
業
史
の
研
究
』
所
収
、
平
成
二
年
二
月
、
吉

川
弘
文
館
④
）
。

　
横
光
が
醤
油
に
着
目
し
た
の
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
物
価
変
動
の
激
し

い
日
本
の
資
本
主
義
経
済
の
状
況
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

カ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト
と
い
っ
た
独
占
資
本
主
義
体
制
が
進
行
し
た
社
会
状
況

は
、
雁
金
が
夢
中
に
な
る
特
許
権
の
獲
得
や
発
明
と
も
絡
ん
で
い
る
。
老
猫
な

山
崎
に
よ
っ
て
損
失
を
被
っ
た
雁
金
は
、
醸
造
家
の
も
と
に
弟
子
入
り
し
た
り

し
て
、
隠
元
豆
か
ら
良
質
の
醤
油
を
醸
造
す
る
方
法
を
自
ら
発
明
し
特
許
権
を

得
る
。
が
、
今
度
は
低
廉
だ
っ
た
隠
元
豆
の
価
格
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
に
輸
出
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さ
れ
出
し
た
こ
と
で
大
豆
以
上
に
高
騰
し
、
彼
の
特
許
権
も
無
意
味
な
も
の
と

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
国
際
間
の
資
本
主
義
競
争
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
、

そ
の
中
で
翻
弄
さ
れ
て
い
る
雁
金
の
姿
が
あ
る
。
彼
を
襲
う
不
運
は
、
資
本
主

義
的
機
構
に
由
来
し
て
い
る
。

　
特
許
や
発
明
に
し
て
も
、
資
本
主
義
体
制
下
の
国
際
競
争
に
お
い
て
、
国
家

に
利
益
を
与
え
る
一
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

特
許
制
度
は
、
明
治
四
年
四
月
の
「
専
売
略
規
則
」
公
布
に
端
緒
を
有
し
、
明

治
一
八
年
四
月
に
「
専
売
特
許
条
例
」
が
公
布
、
「
専
売
特
許
所
」
が
設
立
さ
れ

る
（
明
治
二
〇
年
＝
一
月
に
「
特
許
局
」
と
な
る
）
⑤
。
特
許
法
の
公
布
は
大

正
一
〇
年
四
月
三
〇
日
、
翌
一
｝
年
一
月
一
一
日
に
施
行
さ
れ
て
お
り
、
大
正

一
〇
年
頃
に
特
許
権
の
法
的
整
備
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
大
正
九
年

か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
の
特
許
権
獲
得
ブ
ー
ム
が
あ
り
、
特
許
出
願
が
一
万
二

千
件
を
超
え
て
い
る
⑥
。
大
正
｝
○
年
を
頂
点
と
し
て
そ
の
後
一
時
期
落
ち
込

む
も
の
の
、
昭
和
期
に
入
っ
て
敗
戦
ま
で
増
加
の
［
途
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
特
許
ブ
ー
ム
到
来
の
大
正
一
〇
年
、
特
許
権
取
得
ガ
イ
ド
と
し
て
、
米
田

英
夫
の
『
特
許
の
か
ぎ
』
昭
和
三
年
四
月
七
号
／
大
正
一
〇
年
七
月
初
版
、
早

稲
田
大
学
出
版
部
）
も
出
版
さ
れ
て
お
り
、
「
発
明
と
は
自
然
力
を
利
用
し
て
工

業
的
効
果
を
生
ぜ
し
む
る
観
念
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
著
者
は
「
国
家
の
富
は
大
な
る
発
明
と
優
秀
な
る
考
案
に
依
っ
て
得
ら

　
　
る
」
と
言
ひ
度
い
の
で
あ
る
。
（
略
）
産
業
の
発
達
が
天
然
資
源
の
保
存

　
　
開
拓
と
智
的
富
源
の
開
発
と
に
依
っ
て
得
ら
る
る
も
の
と
す
れ
ば
、
欧
州

　
　
戦
争
は
［
面
に
於
い
て
発
明
の
戦
争
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
『
特
許
の
か
ぎ
』
前
出
、
五
二
頁
）

想
起
さ
れ
る
の
は
、
雁
金
の
発
明
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
も
、
欧
州

大
戦
後
、
ち
ょ
う
ど
『
特
許
の
か
ぎ
』
の
初
版
が
出
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
列
強
諸
国
間
の
資
本
獲
得
競
争
が
激
化
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
。

自
分
の
発
明
が
国
家
の
利
益
に
繋
が
る
と
考
え
た
り
し
て
い
る
点
で
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ッ
シ
ュ
に
解
さ
れ
や
す
い
の
だ
が
⑦
、
特
許
権
取
得
ガ
イ
ド
に
出
て
く
る

理
念
を
そ
の
ま
ま
体
現
し
た
よ
う
な
人
物
が
雁
金
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
雁
金
自
身
、
特
許
権
で
保
障
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
独
占
的

利
得
権
」
に
は
余
り
関
心
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
．

「
発
明
奨
励
策
」
と
し
て
講
じ
ら
れ
た
特
許
権
の
意
義
は
、
実
際
は
そ
の
利
得

的
性
質
に
あ
り
、
利
益
の
「
独
占
的
利
得
権
」
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
「
発
明

者
は
模
倣
競
争
の
脅
威
を
免
れ
、
供
給
及
び
価
格
を
調
節
す
る
を
得
て
利
得
容

易
に
な
る
に
至
る
」
（
大
阪
発
明
協
会
編
・
発
行
『
世
界
各
国
特
許
、
商
標
、
意

匠
の
制
度
と
出
願
手
続
』
昭
和
二
年
二
月
）
。
ま
た
、
そ
の
発
明
に
お
け
る
知
的

所
有
権
も
一
定
期
間
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
が
、
雁
金
は
、
貧
し
い
漁
村

に
特
許
権
を
解
放
す
る
事
を
目
的
と
し
、
そ
の
為
に
、
特
許
申
請
を
共
同
名
義

に
し
て
個
人
的
に
巨
利
を
得
よ
う
と
す
る
物
産
研
究
所
長
、
多
多
羅
と
も
衝
突

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
り
、
彼
の
特
許
権
獲
得
は
、
私
的
利
益
の
追
求
、

私
的
所
有
の
観
念
か
ら
離
れ
て
い
る
。

　
し
か
も
、
特
許
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
雁
金
の
魚
醤
油
は
、
酵
素
利
用
の
製

法
に
特
徴
が
あ
る
が
、
「
鰹
節
の
煮
出
殻
」
や
鰯
、
骨
や
腹
綿
と
い
っ
た
「
魚
類

の
廃
物
」
か
ら
醸
造
す
る
も
の
で
あ
る
。
鉄
道
省
運
輸
局
の
「
塩
、
砂
糖
、
醤

油
、
味
噌
二
関
ス
ル
調
査
」
（
大
正
「
五
年
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
魚
醤
油
は
「
特

殊
醤
油
」
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
コ
般
的
の
も
の
で
な
く
漁
村
に
於
て

嗜
好
せ
ら
れ
そ
の
額
も
不
明
」
と
あ
る
が
、
品
質
は
良
好
で
な
く
腐
敗
し
や
す

い
故
に
、
醤
油
と
．
い
う
よ
り
「
加
味
剤
と
称
す
べ
き
も
の
」
と
し
て
い
る
、
従

来
、
魚
醤
は
と
も
か
く
、
魚
醤
油
と
い
う
の
は
、
大
豆
や
小
麦
で
作
る
一
般
的

な
醤
油
よ
り
劣
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
雁
金
が
、
県
知
事
に

「
魚
で
造
っ
た
醤
油
な
ど
売
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
擾
ね
付
け
ら
れ
た
り
し

た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
が
、
雁
金
の
魚
醤
油
の
発
明
は
、
腹
綿
の
酵
素

を
利
用
し
た
製
造
方
法
で
革
新
的
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
が
特
許
を
獲
得
し
て

世
間
に
出
始
め
れ
ば
、
古
い
醸
造
業
者
た
ち
が
「
金
権
を
も
つ
て
反
動
的
な
活

動
を
始
め
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
」
ほ
ど
醸
造
業
界
を
揺
る
が
す
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
雁
金
の
特
許
獲
得
に
お
け
る
障
壁
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
に
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降
り
か
か
る
不
運
は
、
既
成
の
醤
油
業
界
の
シ
ス
テ
ム
、
即
ち
資
本
主
義
機
構

の
組
織
や
、
ひ
い
て
は
学
閥
な
ど
の
権
力
構
造
を
も
揺
る
が
す
こ
と
に
な
る
故

の
、
反
動
と
無
関
係
で
は
な
い
。

　
だ
が
、
魚
醤
油
の
新
製
法
な
ど
に
雁
金
が
固
執
し
て
い
た
の
は
、
「
魚
類
の
廃

物
を
利
用
」
し
て
作
る
醤
油
の
特
許
権
を
漁
村
に
解
放
し
て
、
困
窮
す
る
漁
村

を
救
済
す
る
と
い
う
理
想
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
発
明
狂
の
雁
金
は
、
貧
窮

に
苦
し
む
漁
村
の
更
生
、
救
済
と
い
う
理
想
の
為
に
、
魚
醤
油
の
新
製
法
や
酵

素
利
用
に
よ
る
乾
物
製
造
法
の
特
許
権
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
彼

の
「
正
義
の
観
念
」
も
そ
の
事
に
関
わ
っ
て
い
る
。

三
　
貧
窮
の
漁
村
更
生
と
雁
金
の
「
正
義
」

　
昭
和
七
年
八
月
、
内
務
省
社
会
局
が
発
表
し
た
「
農
漁
山
村
二
於
ケ
ル
生
活

困
窮
概
況
」
（
武
田
勉
・
楠
本
雅
弘
編
『
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
史
資
料
集
成
』

第
一
巻
　
昭
和
六
〇
年
六
月
、
柏
書
房
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
、
漁
村
の

疲
弊
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
般
物
価
下
落
二
伴
ヒ
漁
獲
物
ノ
価
格
低
落
甚
シ
ク
其
ノ
上
濫
獲
等
ノ

　
　
結
果
漁
獲
物
減
退
シ
漁
民
ノ
生
活
平
幕
常
二
困
難
ヲ
来
シ
一
般
金
融
ハ

　
　
殆
ン
ト
杜
絶
ノ
状
況
ナ
リ
、
従
テ
漁
船
漁
具
ノ
修
理
改
造
園
圃
ン
ト
行
ハ

　
　
レ
ス
一
層
漁
業
者
ノ
活
動
ヲ
抑
制
セ
ル
ノ
感
ア
リ
　
遠
洋
漁
業
者
二
在

　
　
リ
テ
芦
品
ノ
困
窮
ノ
状
一
層
甚
シ
ク
出
漁
漁
夫
ノ
食
料
品
多
ク
船
主
持

　
　
ナ
ル
カ
其
ノ
妻
子
ハ
労
シ
テ
稼
ク
ニ
途
ナ
ク
多
少
ノ
農
業
ヲ
為
ス
モ
ノ

　
　
ハ
僅
カ
ニ
自
作
又
ハ
購
入
米
麦
二
馬
鈴
薯
等
ヲ
混
シ
タ
ル
程
度
ノ
粗
食

　
　
二
糊
ロ
ヲ
凌
ク
ノ
状
況
ニ
シ
テ
児
童
ノ
就
学
ニ
モ
事
欠
ク
惨
状
ナ
リ

　
　
（
『
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
史
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
八
頁
）
。

こ
う
し
た
漁
村
疲
弊
の
原
因
は
、
大
正
九
年
以
来
の
不
況
、
さ
ら
に
昭
和
四
年

の
世
界
恐
慌
に
由
来
し
て
お
り
、
財
界
の
不
況
に
よ
る
生
産
物
価
の
下
落
、
濫

獲
の
結
果
に
よ
る
漁
獲
物
の
低
下
、
漁
価
の
低
落
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
七
年
、
「
支
那
事
変
一
の
影
響
で
輸
出
が
杜
絶
、
地
方
銀
行
の
営

業
停
止
・
整
理
に
よ
る
債
権
取
り
立
て
な
ど
で
大
規
模
な
漁
業
を
行
う
こ
と
が

困
難
と
な
り
、
一
方
、
近
来
の
天
候
不
良
と
無
統
制
な
濫
獲
で
、
沿
岸
漁
業
の

方
も
漁
獲
量
が
減
少
し
た
。
そ
う
し
た
漁
村
の
疲
弊
状
況
に
対
し
て
経
済
更
生

運
動
が
展
開
さ
れ
、
昭
和
七
年
九
月
、
農
林
省
内
に
経
済
更
生
部
が
設
置
さ
れ
、

「
農
山
漁
村
経
済
更
生
二
関
ス
ル
訓
令
」
が
発
せ
ら
れ
る
。
農
山
漁
村
の
貧
窮

は
、
資
本
主
義
経
済
の
行
き
詰
ま
り
を
現
す
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。

　
雁
金
は
、
「
海
岸
に
高
く
風
見
の
か
か
っ
た
」
物
産
研
究
所
で
醤
油
の
研
究

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
所
長
の
多
多
羅
や
所
員
に
対
し
、
若
し
成
功
す

れ
ば
、
「
私
の
発
明
を
漁
村
に
す
っ
か
り
解
放
し
て
し
ま
ひ
ま
し
て
、
衰
微
し
て

み
る
漁
村
の
振
興
に
貢
献
し
た
い
」
、
「
も
し
こ
の
特
許
を
漁
村
に
解
放
い
た
し

ま
す
れ
ば
、
わ
が
国
の
漁
村
は
ど
れ
ほ
ど
救
は
れ
る
か
と
、
そ
れ
ば
か
り
が
私

の
楽
し
み
」
だ
と
感
激
の
意
を
表
し
た
り
す
る
が
、
彼
の
目
論
見
は
、
こ
う
し

た
国
の
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
の
展
開
と
も
連
動
し
て
い
た
。
「
魚
類
の
廃

物
を
利
用
」
し
て
つ
く
る
醤
油
の
特
許
権
を
漁
村
に
解
放
し
て
、
そ
の
困
窮
を

救
済
す
る
こ
と
が
雁
金
の
「
正
義
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
国
益
、
国
家
と
結

び
つ
い
て
い
る
。
鰯
か
ら
醤
油
を
大
量
生
産
す
る
方
法
の
開
発
も
、
成
功
す
れ

ば
、
醸
造
界
は
も
と
よ
り
、
「
国
益
上
少
な
か
ら
ぬ
利
益
に
な
る
」
と
思
っ
て
や

り
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
発
明
の
観
念
自
体
、

元
々
国
家
の
経
済
的
発
展
と
繋
が
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
発
明
に
取
り
懸
か
れ

た
雁
金
が
国
益
を
考
え
て
い
た
の
も
、
当
時
と
し
て
は
当
然
の
事
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。

　
け
れ
ど
も
、
彼
の
行
動
が
、
国
家
と
と
も
に
家
系
や
先
祖
を
基
盤
と
し
て
い

た
こ
と
は
、
や
は
り
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
「
正
義
の
観
念
」
に
し
て
も
、
勤
王

の
名
門
家
た
る
祖
先
に
対
す
る
意
識
が
あ
り
、
そ
れ
が
雁
金
の
行
動
の
支
柱
に

な
っ
て
い
る
。
「
紋
章
の
背
光
」
が
、
彼
の
行
動
を
突
き
動
か
し
て
お
り
、
し
か

も
そ
れ
が
「
自
然
」
な
事
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
絶
望
の
果
て
に
は
、
名
門
家
と
い
ふ
も
の
は
私
た
ち
の
想
像
を
赦
さ
ぬ
ほ
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ど
、
祖
先
か
ら
貫
き
流
れ
て
来
た
そ
の
家
系
独
特
な
紋
章
の
背
光
の
た
め

に
、
行
動
も
自
然
に
独
自
の
姿
と
な
っ
て
来
る
と
い
ふ
こ
と
億
、
私
は
一

つ
の
不
思
議
な
現
象
だ
と
思
ふ
。
雁
金
に
は
常
常
か
ら
も
家
系
が
代
代
勤

王
を
も
つ
て
鳴
っ
て
み
た
た
め
に
、
彼
の
行
爲
に
は
、
国
家
と
い
ふ
観
念

が
大
海
の
や
う
に
押
し
迫
っ
て
み
た
こ
と
を
私
は
見
受
け
た
が
、
し
か
し
、

彼
の
国
家
に
対
す
る
観
念
は
、
ま
だ
民
衆
か
ら
独
立
し
た
巨
大
な
別
個
の

存
在
の
も
の
の
ご
と
く
映
っ
て
み
た
と
思
は
れ
る
ふ
し
が
あ
っ
た
。
け
れ

ど
も
、
彼
の
頭
に
国
家
が
そ
の
や
う
に
印
象
さ
れ
て
る
た
と
い
ふ
こ
と
は
、

彼
の
行
爲
の
上
で
は
、
お
よ
そ
何
事
に
よ
ら
ず
、
た
だ
自
身
が
正
し
い
と

画
覚
し
た
こ
と
の
み
に
蕎
進
ず
る
と
い
ふ
勇
壮
果
敢
な
表
現
を
と
っ
て

少
し
も
怪
し
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
影
響
し
た
。
（
略
）
も
し
日
本
精
神

と
い
ふ
も
の
の
実
物
が
あ
る
も
の
な
ら
、
私
の
知
っ
て
み
る
か
ぎ
り
に
於

て
は
、
先
づ
雁
金
の
相
貌
と
行
爲
と
を
考
へ
ず
し
て
は
容
易
に
考
へ
得
ら

れ
る
こ
と
だ
と
は
思
へ
な
い
。
他
の
人
人
の
顔
に
は
、
西
欧
か
ら
流
れ
て

来
て
み
る
智
識
の
副
産
物
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
疑
ひ
の
片
．
影
が
、
ど
こ
か

に
必
ず
つ
き
ま
と
っ
て
み
る
の
を
私
た
ち
は
感
じ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、

　
　
今
ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
が
日
本
精
神
を
軽
蔑
し
て
み
る
時
代
は
な
い

　
　
で
あ
ら
う
。
（
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
五
巻
、
一
二
九
～
＝
二
〇
頁
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
知
性
で
あ
る
懐
疑
的
精
神
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
「
正
し
い

と
直
覚
し
た
こ
と
の
み
に
蕎
進
ず
る
」
日
本
精
神
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

「
日
本
精
神
」
は
、
「
空
漠
と
し
た
観
念
」
⑧
と
し
て
難
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
思

考
よ
り
も
直
覚
、
直
観
を
重
ん
じ
る
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
か
ら
日
本
的
と
さ

れ
て
い
る
。
「
今
ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
が
日
本
精
神
を
軽
蔑
し
て
み
る
時
代

は
な
い
」
と
い
う
の
も
、
理
性
を
重
視
し
て
直
覚
や
直
観
を
排
除
し
て
き
た
近

代
的
知
性
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
く
近
代
の
超
克
〉
⑨
に
い
た
る

知
性
批
判
、
科
学
主
義
批
判
が
垣
問
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
分
析
的
な
思
考

よ
り
も
直
観
に
優
位
を
与
え
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
直
覚
説
な
ど
も
あ
る
よ
う
に
、

直
覚
を
そ
の
ま
ま
「
日
本
精
神
」
と
す
る
の
は
問
題
も
あ
る
の
だ
が
、
横
光
に

す
れ
ば
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
お
い
て
直
覚
や
直
観
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
よ
り
「
日
本
精
神
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
「
複
雑
な
智
識
の
錯
綜
」
に
悩
む
久

内
が
、
「
精
神
の
統
一
の
仕
方
」
と
し
て
千
利
休
の
茶
法
に
着
目
し
、
「
何
事
か

錯
乱
を
防
ぐ
精
神
生
活
者
の
高
い
秘
密
が
あ
る
」
と
「
直
覚
」
し
た
り
す
る
の

も
、
分
析
論
理
的
な
思
考
よ
り
直
観
に
よ
っ
て
悟
り
を
ひ
ら
こ
う
と
す
る
禅
的

発
想
が
茶
法
に
底
流
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
直
覚
に
よ
っ
て
行
動
す
る
雁
金

の
対
極
に
、
思
考
に
囚
わ
れ
て
行
動
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
知
識
人
久
内
の

存
在
が
あ
る
。

　
智
識
の
錯
綜
を
克
服
し
て
行
動
力
を
取
り
戻
す
に
は
、
何
を
精
神
的
基
盤
と

し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
事
か
ら
、
千
利
休
の
茶
法
な
ど
日
本
の
伝
統
、
即
ち

歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
共
同
体
の
慣
習
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

雁
金
の
行
動
原
理
が
、
家
系
を
象
徴
す
る
紋
章
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
も
、
歴

史
的
連
続
性
と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
後
に
国
家
と
い
う
共

同
体
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
雁
金
は
、
自
分
の
先
祖
が
飢
鐘
の
と
き
、
蔵
米
を

全
部
地
方
の
貧
民
に
分
け
て
や
っ
て
貧
乏
し
た
り
、
「
い
ろ
い
ろ
な
正
義
の
た

め
」
に
戦
っ
て
切
腹
し
た
り
、
そ
う
し
た
「
先
祖
の
美
談
と
競
争
」
し
ょ
う
と

し
て
、
絶
え
ず
発
明
を
し
特
許
を
民
衆
に
解
放
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
そ
の

「
正
義
」
は
、
家
系
や
国
家
と
い
う
土
ハ
同
体
を
基
盤
と
し
た
、
無
私
の
精
神
に

基
づ
く
「
正
義
」
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
雁
金
を
「
反
《
近
代
》

的
」
で
、
「
典
型
的
な
《
滅
私
奉
公
》
の
精
神
と
そ
の
実
践
」
⑩
を
な
す
者
で
あ

る
と
裁
断
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
面
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
の
「
正
義
」

は
、
自
ら
得
た
特
許
を
漁
村
に
解
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
窮
乏
す
る
漁
民
を
救

済
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
近
代
資
本
主
義
社
会
の
行
き
詰
ま
り
、

矛
盾
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
⑭
、
し
か
も
、
そ

の
雁
金
の
「
正
義
の
観
念
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
行
動
に
よ
っ
て
、
逆
に
、
多
多

羅
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
私
利
私
情
の
渦
巻
い
て
い
る
行
政
機
構
の
不
正
、
そ
の

背
後
の
学
閥
社
会
の
か
ら
く
り
も
暴
き
だ
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、
雁
金
の
「
正
義
」
は
、
独
占
資
本
主
義
体
制
の
も
と
、
経
済
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的
に
不
均
衡
状
態
に
あ
る
漁
村
に
特
許
権
を
解
放
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

が
、
一
方
の
久
内
は
、
こ
う
し
た
雁
金
の
「
正
義
の
観
念
」
そ
の
も
の
は
問
題

で
な
い
と
し
た
上
で
、
「
正
義
」
と
は
「
所
有
の
観
念
を
離
れ
た
全
く
自
由
な
あ

る
揚
所
へ
自
分
を
到
達
さ
せ
る
努
力
だ
」
と
す
る
。
自
意
識
過
剰
に
苦
悩
し
そ

れ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
久
内
に
お
い
て
は
、
漁
村
の
救
済
や
国
益
な
ど
は
問

題
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
彼
が
「
所
有
の
観
念
｝
か
ら
離
脱
し
た
「
自

由
」
を
考
え
て
い
た
背
景
に
、
昭
和
八
年
頃
か
ら
知
識
人
の
問
で
「
自
由
」
の

問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
は
看
過
出
来
ま
い
。
そ
こ
で
は
、
資
本
主

義
社
会
の
精
神
的
基
盤
と
な
っ
た
自
由
主
義
と
も
区
別
さ
れ
た
形
で
、
「
自
由
」

が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

四
　
　
〈
新
し
い
自
由
主
義
〉
の
議
論
と
カ
ン
ト
的
自
由

　
昭
和
八
年
ご
ろ
、
知
識
人
の
問
で
は
、
自
由
主
義
の
問
題
が
論
議
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
昭
和
八
年
九
月
の
「
文
芸
春
秋
」
で
も
、
「
自
由
主
義
検
討
座
談
会
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
出
席
者
　
芦
田
均
・
麻
生
久
・
長
谷
川
如
是
閑
・
石
浜

知
行
・
清
澤
洌
・
倉
田
百
三
・
三
木
清
・
佐
々
木
弘
雄
）
。
こ
う
し
た
座
談
会
が

な
さ
れ
た
の
も
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
敗
退
後
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
台
頭
し
て
き
た

思
潮
に
お
い
て
、
自
由
主
義
の
意
義
が
問
い
直
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
け

れ
ど
も
、
自
由
主
義
の
概
念
は
、
論
者
に
よ
っ
て
各
々
異
な
っ
て
お
り
、
芦
田

均
の
よ
う
に
自
由
主
義
を
政
治
的
に
考
え
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
主
張
だ
と

す
る
論
者
も
い
れ
ば
、
生
命
主
義
か
ら
自
由
主
義
者
と
い
う
も
の
は
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
方
に
近
い
と
す
る
倉
田
の
見
解
も
あ
っ
た
。

　
元
来
、
自
由
主
義
は
、
近
代
資
本
主
義
の
成
立
に
伴
っ
て
現
れ
た
思
想
で
あ

る
。
向
坂
逸
郎
に
よ
れ
ば
、
「
封
建
的
樫
楷
か
ら
資
本
の
自
由
な
る
活
動
の
欲
求
、

こ
れ
が
自
由
主
義
の
理
論
」
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
民
衆
は
「
自
由
主
義
の
資
本

的
社
会
秩
序
自
体
に
対
す
る
思
想
的
限
度
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
「
自
由
主
義

の
煩
悶
」
昭
和
八
年
一
一
月
「
中
央
公
論
」
）
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
資
本
主

義
社
会
の
矛
盾
は
、
農
山
漁
村
の
疲
弊
に
お
い
て
端
的
に
現
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
資
本
主
義
の
思
想
的
基
盤
と
な
っ
て
い
る
自
由
主
義
の
限
界
、
没

落
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
。
先
の
座
談
会
で
は
、
麻
生
久
が
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
現
在
の
資
本
主
義
が
堕
勢
に
生
き
て
居
る
と
同
じ
や
う
に
、
自
由
主
義
も

　
　
堕
勢
で
生
き
て
居
る
と
思
ふ
。
思
想
的
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
に
対
す
る
プ
ア
イ

　
　
テ
イ
ン
グ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
も
持
っ
て
る
な
い
し
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
対
し

　
　
て
防
衛
し
て
行
く
思
想
的
な
闘
争
力
も
な
い
。
だ
か
ら
極
め
て
空
漠
な
も

　
　
の
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
（
略
）
併
し
、
資
本
主
義
が
没
落
の
途
を
た
ど

　
　
り
な
が
ら
も
な
ほ
現
実
を
支
配
し
て
み
る
と
同
じ
や
う
に
、
自
由
主
義
も

　
　
思
想
と
し
て
は
没
落
し
て
み
る
が
な
ほ
日
本
の
現
実
生
活
を
支
配
し
て

　
　
み
る
と
思
ふ
の
で
す
。
何
故
な
ら
未
だ
次
に
来
る
べ
き
も
の
が
来
な
い
か

　
　
ら
で
す
。
（
「
自
由
主
義
検
討
座
談
会
」
昭
和
八
年
九
月
「
文
芸
春
秋
」
二

　
　
九
〇
頁
）

自
由
主
義
は
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
ほ
ど
の
カ
を
持
た
ず
、
無
力
で

は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
な
さ
れ
、
自
由
主
義
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
た
資

本
主
義
の
弊
害
の
是
正
、
独
占
の
緩
和
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
た
時
期
で

も
あ
っ
た
だ
け
に
、
自
由
主
義
の
思
想
は
、
資
本
主
義
経
済
の
没
落
と
同
一
視

し
て
み
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
〈
新
し
い
自
由
主
義
〉
と
い
う
こ
と
も
言

わ
れ
出
す
の
で
あ
り
、
自
由
主
義
を
資
本
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
す
る
批
判

に
対
し
、
河
合
栄
治
郎
な
ど
は
、
そ
れ
は
一
九
世
紀
的
な
自
由
主
義
だ
と
し
て
、

そ
の
古
い
形
態
の
「
自
由
主
義
」
H
「
資
本
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
は
異

な
る
「
社
会
主
義
と
し
て
の
自
由
主
義
」
を
主
張
し
て
い
た
（
「
自
由
主
義
の
再

検
討
」
昭
和
八
年
一
〇
月
「
改
造
」
）
。

　
　
だ
が
社
会
主
義
を
い
か
に
実
現
す
べ
き
か
と
云
う
に
、
幸
い
に
し
て
自
由

　
　
主
義
は
貴
重
な
る
遺
産
を
与
え
て
呉
れ
た
、
そ
れ
は
思
想
上
の
自
由
と
政

　
　
治
上
の
自
由
と
で
あ
る
。
言
論
の
自
由
に
よ
っ
て
社
会
主
義
を
鼓
舞
し
六
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及
さ
せ
、
議
会
に
於
て
最
大
多
数
の
社
会
主
義
政
党
を
確
立
し
、
そ
の
多

数
決
に
よ
る
社
会
主
義
法
案
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
略
）
鯛

の
二
つ
の
自
由
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
か
な
る
主
義
も
之
を
通
し
て

実
現
を
期
待
し
う
る
闊
達
自
在
の
方
便
で
あ
る
。
形
式
的
に
し
て
そ
の
故

に
無
内
容
た
る
此
の
自
由
は
、
曾
て
は
自
由
主
義
の
為
に
、
後
に
は
新
自

由
主
義
の
為
に
、
そ
の
．
実
現
の
方
法
た
り
し
と
共
に
、
今
は
社
会
主
義
者

　
　
の
活
用
し
う
る
貴
重
な
る
自
由
主
義
の
遺
産
な
の
で
あ
る
。
（
略
）
自
由

　
　
主
義
は
そ
の
原
型
の
経
済
的
自
由
主
義
か
ら
社
会
改
良
主
義
へ
と
発
展

　
　
し
、
更
に
再
発
展
し
て
社
会
主
義
へ
と
進
化
し
た
。
（
『
河
合
栄
治
郎
全

　
　
集
』
第
一
一
巻
、
昭
和
四
二
年
一
一
月
、
社
会
思
想
社
、
三
〇
四
～
三
〇

　
　
五
頁
）

河
合
に
お
い
て
、
自
由
主
義
も
「
原
型
と
し
て
の
自
由
主
義
」
、
「
社
会
改
良
主

義
」
と
し
で
の
「
新
自
由
主
義
」
、
「
社
会
主
義
と
し
て
の
自
由
主
義
」
と
い
う

よ
う
に
三
段
階
に
発
展
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
「
社
会
主
義
と

し
て
の
自
由
主
義
」
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
を
廃
止
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
く

の
だ
か
ら
、
自
由
主
義
昌
資
本
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
見
な
し
、
も
は
や
「
時

代
錯
誤
」
の
も
の
と
批
判
す
る
の
は
的
外
れ
だ
と
す
る
。
こ
う
し
た
見
方
に
対

し
、
向
坂
逸
郎
は
、
古
い
自
由
主
義
も
残
存
し
て
い
る
点
を
見
過
ご
し
て
い
る

と
批
判
し
た
が
（
「
自
由
主
義
の
煩
悶
」
）
、
こ
の
時
期
、
自
由
主
義
の
概
念
そ
の

も
の
が
揺
れ
て
お
り
♪
変
質
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
河

合
が
「
闊
達
自
在
の
方
便
」
と
し
て
「
思
想
上
の
自
由
」
を
捉
え
て
い
た
点
は
、

久
内
が
「
自
由
と
い
ふ
の
は
自
分
の
感
情
と
思
想
と
を
独
立
さ
せ
て
冷
然
と
眺

め
る
こ
と
の
出
来
る
闊
達
自
在
の
精
神
」
だ
と
い
う
言
葉
を
想
起
さ
せ
る
も
の

だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
三
木
清
も
同
様
に
、
「
自
由
主
義
以
後
」
（
昭
和
一
〇
年
四
月
二
六
、

二
七
、
二
八
日
「
読
売
新
聞
」
）
に
お
い
て
、
「
自
由
主
義
の
二
世
代
」
と
い
う

べ
き
も
の
を
区
別
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
「
新
世
代
の
自
由
主
義
」
と
い

う
こ
と
を
述
べ
る
。
彼
は
、
資
本
主
義
社
会
の
「
古
典
的
な
」
自
由
主
義
に
対

し
て
、
「
自
由
主
義
以
後
の
自
由
主
義
」
が
今
日
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
問
に

見
ら
れ
る
と
す
る
。

　
　
没
落
自
由
主
義
と
云
は
れ
る
場
合
、
そ
れ
の
華
か
で
あ
っ
た
時
代
の
存
在

　
　
し
た
こ
と
を
予
想
し
て
の
言
葉
で
あ
る
。
か
く
云
は
れ
得
る
自
由
主
義
は
、

　
　
も
ち
ろ
ん
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
に
ほ
か
な
ら
ず
、
事
実
、
そ
れ
は
没
落

　
　
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
新
世
代
の
自
由
主
義
は
そ
の
や

う
な
想
い
出
を
有
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
よ
う
な
過
去
に
束
縛
さ
れ
る
こ

と
を
要
し
な
い
自
由
主
義
で
あ
る
。
（
略
）
こ
の
自
由
主
義
は
フ
ァ
シ
ズ

ム
に
対
し
て
は
も
と
よ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
に
対
し
て
も
、
マ
ル

キ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
も
批
判
の
自
由
を
要
求
す
る
。
（
略
）
知
識
人
が
自

由
主
義
的
で
あ
る
の
は
、
単
に
彼
等
が
中
間
階
級
で
あ
る
と
い
ふ
故
の
み

で
な
く
、
知
的
活
動
そ
の
も
の
が
本
性
上
自
由
主
義
的
な
と
こ
ろ
を
有
す

る
た
め
で
あ
る
。
（
略
）
人
間
が
解
放
を
要
求
す
る
の
も
、
人
問
の
本
質

に
自
由
が
属
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
自
由
は
否
定
の
契
機
を
除
い
て

考
へ
ら
れ
な
い
。
人
間
性
の
う
ち
に
自
由
を
認
め
な
い
自
由
主
義
は
な
く
、

そ
の
や
う
な
人
間
性
の
把
握
に
お
い
て
、
新
世
代
の
自
由
主
義
は
、
ブ
ル

　
　
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
の
合
理
主
義
と
も
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
と
も
同
じ
で

　
　
な
い
。
こ
の
自
由
主
義
者
は
広
義
に
お
い
て
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
で
あ
る
と

　
　
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
（
『
三
木
清
全
集
』
第
＝
二
巻
、
昭
和
四

　
　
二
年
一
〇
月
、
岩
波
書
店
、
　
一
六
九
・
一
七
三
～
一
七
四
頁
）

三
木
は
、
古
い
自
由
主
義
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
と
否
定
し
、
そ
れ
と
区
別

し
な
が
ら
、
「
新
世
代
の
自
由
主
義
」
の
「
自
由
」
と
は
、
人
間
の
本
質
的
部
分
、

知
的
活
動
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
自
由
の
観
念
は
、
カ

ン
ト
の
い
う
と
こ
ろ
の
自
由
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
木
自
身
、
こ
の

論
で
「
カ
ン
ト
か
ら
出
た
ド
イ
ツ
の
自
由
の
哲
学
」
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
カ
ン
ト
の
『
実
践
理
性
批
判
』
に
よ
れ
ば
、
人
は
、
時
問
と
空
間
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
て
い
る
現
象
世
界
で
は
、
自
然
の
因
果
律
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い

る
た
め
自
由
は
な
い
が
、
時
間
の
規
定
か
ら
脱
し
た
物
自
体
の
側
面
に
着
目
す
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る
な
ら
、
先
験
的
に
自
由
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
さ
て
此
法
則
（
引
用
者
注
、
「
自
然
必
然
性
の
法
則
」
）
は
、
事
物
の
存
在

　
　
が
時
間
に
於
い
て
規
定
せ
ら
る
べ
き
限
り
必
然
的
に
事
物
の
凡
て
の
原

因
性
に
当
嵌
ま
る
か
ら
、
若
し
之
が
又
吾
等
の
よ
っ
て
以
．
つ
て
此
等
の
物

自
体
そ
の
も
の
の
存
在
を
考
ふ
べ
き
仕
方
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
自
由
は
空

虚
に
し
て
不
可
能
な
概
念
と
し
て
排
斥
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
若

し
吾
等
が
な
ほ
自
由
を
救
は
う
と
す
る
な
ら
ば
、
事
物
の
存
在
が
時
間
に

於
い
て
規
定
せ
ら
る
べ
き
限
り
事
物
の
存
在
を
、
従
っ
て
ま
た
自
然
必
然

性
の
法
則
に
従
ふ
原
因
性
を
単
に
現
象
に
属
す
る
も
の
と
考
へ
、
そ
し
て

　
　
自
由
を
ば
物
自
体
そ
の
も
の
と
し
て
同
一
存
在
者
に
帰
す
る
以
外
に
道

　
　
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
（
波
多
野
精
一
・
宮
本
和
吉
訳
『
実
践
理
性
批
判
』

　
　
昭
和
二
年
七
月
、
岩
波
文
庫
、
一
二
三
～
一
二
四
頁
）

三
木
自
身
、
「
自
由
と
自
由
主
義
」
（
三
木
清
他
編
『
社
会
科
学
新
辞
典
』
昭
和

「
六
年
四
月
、
河
出
書
房
〉
で
も
、
カ
ン
ト
の
「
先
験
的
自
由
」
と
「
実
践
的

自
由
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
「
実
践
的
自
由
」
と
は
、
外
的
な
刺
激
や
目

的
に
影
響
さ
れ
ず
、
自
己
み
ず
か
ら
の
与
え
る
法
則
（
1
1
「
実
践
的
な
理
性
の

自
己
立
法
」
）
に
し
た
が
っ
て
活
動
す
る
こ
と
、
即
ち
「
他
律
」
に
対
す
る
「
自

律
」
が
「
自
由
の
本
質
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
人
目
の
知
的
活

動
そ
の
も
の
が
、
自
由
の
本
質
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
哲
学

的
な
意
味
で
の
自
由
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
階
級
的
立
場
か
ら
捉
え
ら
れ
た
よ

う
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
主
義
、
資
本
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
自
由
の
観
念
と

は
異
な
っ
て
い
る
。

　
『
紋
章
』
で
、
久
内
が
、
次
の
よ
う
に
、
知
識
人
は
自
由
の
解
釈
い
か
ん
か

ら
始
ま
る
と
善
作
に
語
る
の
も
、
昭
和
人
、
九
年
当
時
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
い

う
と
こ
ろ
の
私
的
所
有
の
観
念
と
結
び
つ
い
た
自
由
主
義
、
資
本
主
義
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
は
異
な
る
、
〈
新
し
い
自
由
主
義
〉
が
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
関

わ
っ
て
い
る
。

　
　
「
日
本
の
国
に
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
い
ふ
実
証
主
義
の
精
神
が
最
近
に

　
　
な
っ
て
初
め
て
這
入
り
込
ん
で
来
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
君
も
知
っ
て
る
だ

　
　
ら
う
が
、
こ
い
つ
に
突
き
あ
た
っ
て
跳
ね
返
っ
た
も
の
な
ら
、
自
由
と
い

　
　
ふ
も
の
は
お
よ
そ
ど
ん
な
も
の
か
と
い
ふ
こ
と
ぐ
ら
ゐ
知
っ
て
み
な
く

　
　
ち
や
、
も
う
そ
れ
や
知
識
人
と
は
云
へ
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
こ
れ
か
ら
の

　
　
知
識
人
と
い
ふ
の
は
、
自
由
の
解
釈
い
か
ん
か
ら
始
っ
て
来
る
ん
だ
。
」

　
　
（
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
五
巻
、
三
九
四
頁
）

久
内
は
、
「
自
由
と
い
ふ
の
は
自
分
の
感
情
と
思
想
と
を
独
立
さ
せ
て
冷
然
と

眺
め
る
こ
と
の
出
来
る
闊
達
自
在
な
精
神
」
だ
と
述
べ
る
の
だ
が
、
三
木
の
言

葉
に
換
言
す
る
な
ら
、
カ
ン
ト
哲
学
的
な
意
味
で
の
自
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

言
わ
ば
「
知
的
活
動
そ
の
も
の
」
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
自
由
」
、

実
践
的
自
由
の
精
神
を
意
味
し
て
い
る
。
久
内
が
、
「
正
義
と
い
ふ
や
う
な
立
派

な
も
の
は
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、
所
有
の
観
念
を
離
れ
た
全
く
自
由
な
あ
る
場

所
へ
自
分
の
精
神
を
到
達
さ
せ
る
努
力
」
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
、
雁
金
は
、
㎜
物

や
思
想
を
所
有
す
る
と
い
ふ
や
う
な
浪
漫
的
な
感
傷
主
義
か
ら
、
全
く
自
由
に

ひ
き
離
し
て
く
れ
る
の
に
大
変
便
利
な
人
だ
し
と
言
う
の
も
、
所
有
と
離
れ
た

所
で
、
自
由
の
問
題
が
考
え
ら
れ
て
い
る
、
そ
れ
は
、
三
木
の
い
う
「
新
世
代

の
自
由
主
義
」
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
久
内
が
、
自
意
識
の
問
題
に
苦
悩
し
て
行
動
性
を
喪
失
し
て
い
た
の
も
、
所

有
の
観
念
、
資
本
主
義
的
な
自
由
の
限
界
性
や
不
安
の
意
識
と
繋
が
っ
て
い
る
。

雁
金
に
お
い
て
は
、
自
ら
得
た
特
許
権
を
漁
村
に
解
放
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

特
許
権
は
知
的
所
有
権
の
獲
得
で
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
漁
村
救
済
の
為
に

使
お
う
と
し
て
い
る
点
で
、
所
有
の
観
念
に
囚
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
雁

金
の
行
動
に
触
発
さ
れ
て
、
久
内
の
自
由
に
対
す
る
見
方
も
変
化
し
た
の
で
あ

る
。
資
本
主
義
的
自
由
の
観
念
か
ら
離
れ
、
自
ら
与
え
た
法
則
に
従
っ
て
活
動

す
る
所
に
自
由
が
あ
る
。
妻
の
敦
子
や
父
親
と
の
不
和
で
家
出
し
た
久
内
が
、

二
番
面
倒
な
こ
と
、
と
に
か
く
、
そ
奴
を
や
ら
う
」
と
決
め
て
戻
っ
て
い
く

の
も
、
そ
う
し
た
自
由
の
一
実
践
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
そ
の
よ
う
に
、
「
自
由
に
判
決
を
与
へ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
知
的
活
動
と
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し
て
の
カ
ン
ト
的
な
自
由
を
実
践
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
横
光
自
身
、
東
京

大
学
文
学
部
学
友
会
主
催
の
講
演
で
「
自
意
識
が
物
自
体
の
鉄
壁
に
衝
当
っ
て

如
何
に
も
な
ら
な
い
時
は
ど
う
し
て
も
新
し
い
仮
説
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」

（「

ｼ
説
を
作
っ
て
物
自
体
に
当
れ
」
昭
和
九
年
五
月
二
一
日
「
東
京
帝
国
大
学

新
聞
」
）
と
述
べ
て
お
り
、
カ
ン
ト
の
〈
物
自
体
〉
と
自
意
識
の
問
題
と
を
結
び

つ
け
て
考
え
て
い
る
。
『
紋
章
』
で
、
久
内
が
、
理
論
を
突
き
詰
め
て
い
く
う
ち

に
「
言
葉
の
根
底
で
あ
る
基
礎
概
念
へ
一
度
び
突
き
あ
た
っ
て
疑
ひ
出
し
」
、
自

意
識
過
剰
に
な
っ
て
行
動
力
を
失
っ
て
い
た
の
も
、
認
識
不
可
能
な
く
物
自
体
〉

に
突
き
当
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
に
懐
疑
的
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
．
意
味
し
て
い

る
。
そ
の
自
意
識
の
空
回
り
状
態
か
ら
離
脱
す
る
べ
く
、
「
新
し
い
仮
説
」
を
作

る
と
い
う
こ
と
は
、
自
由
を
行
使
し
て
理
想
を
追
求
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
新
し
い
仮
説
」
を
形
成
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
そ

の
仮
説
が
実
体
的
な
も
の
に
転
化
し
て
し
ま
う
危
険
性
も
孕
ま
れ
て
い
る
し
、

自
由
の
実
践
が
、
雁
金
の
よ
う
な
「
正
義
の
観
念
」
と
直
結
し
た
な
ら
ば
、
共

同
体
を
精
神
的
基
盤
と
し
て
自
ら
自
己
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
も
厭
わ
ぬ
無
私
の

行
為
に
転
じ
て
い
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
た
だ
し
、
『
紋
章
』
で
は
、
久
内
に

よ
っ
て
、
雁
金
の
「
正
義
」
も
相
対
化
さ
れ
て
い
る
）
。
恐
ら
く
そ
れ
は
、
戦
時

下
に
お
け
る
知
識
人
の
思
念
に
も
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
『
旅
愁
』

（
昭
和
一
二
年
四
月
～
昭
和
二
一
年
四
月
）
で
展
開
さ
れ
る
矢
代
耕
一
郎
の
古

神
道
な
ど
も
、
「
新
し
い
仮
説
」
と
し
て
思
案
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

日
新
聞
し
の
広
告
で
は
、
七
円
五
〇
銭
に
改
正
す
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。

④
も
っ
と
も
、
地
方
で
は
、
大
手
醤
油
会
社
と
の
価
格
差
も
あ
っ
て
、
上
層
農

家
な
ど
醤
油
を
自
家
醸
造
し
て
い
た
り
、
地
元
醸
造
元
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
花
井
「
三
蔵
協
定
前
後
期
の
ヤ
マ
サ
醤
油
」
）
。

⑤
特
許
庁
『
特
許
制
度
七
〇
年
史
』
（
昭
和
三
〇
年
一
一
月
、
発
明
協
会
）
一

～
二
頁
参
照
。

⑥
　
『
特
許
制
度
七
〇
年
史
』
＝
二
四
頁
参
照
。

⑦
芹
澤
光
興
「
〈
敵
〉
か
ら
の
く
教
へ
〉
一
横
光
利
一
『
紋
章
』
私
見
i
」

（
小
田
切
進
編
『
昭
和
文
学
論
考
ー
マ
チ
と
ム
ラ
と
一
』
平
成
二
年
四
月
、

八
木
書
店
所
収
）
で
は
、
「
発
明
は
あ
く
ま
で
く
国
益
V
“
国
家
と
い
う
共
同
体

を
利
す
る
た
め
の
手
段
」
で
あ
っ
て
、
「
日
本
と
い
う
共
同
体
と
の
強
い
一
体
感

を
保
持
し
、
共
同
体
の
た
め
に
自
己
を
蓬
進
さ
せ
る
滅
私
奉
公
的
な
精
神
の
所

有
者
」
（
二
＝
二
～
二
｝
四
頁
）
と
し
て
雁
金
を
捉
え
て
い
る
。

⑤
田
口
律
男
「
横
光
利
一
『
紋
章
』
論
一
（
前
出
）
八
七
頁
参
照
。

⑨
横
光
と
く
近
代
の
超
克
V
論
議
の
関
わ
り
は
、
拙
稿
「
横
光
利
一
に
お
け
る

〈
近
代
の
超
克
〉
と
知
性
の
改
造
－
近
代
科
学
の
超
克
と
し
て
の
古
神
道

　
（
下
）
1
」
で
言
及
し
た
。

⑩
芹
澤
光
興
「
〈
敵
〉
か
ら
の
，
〈
教
へ
V
」
（
前
出
）
二
一
四
～
二
一
五
頁
参
照
。

⑪
雁
金
の
行
動
と
関
係
づ
け
て
「
紋
章
」
が
出
て
く
る
の
も
、
ひ
と
つ
に
は
、

ヤ
マ
サ
醤
「
油
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
、
ヒ
ゲ
タ
醤
油
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
商
標
が
、
醤

油
業
界
で
あ
る
商
業
的
な
権
威
を
持
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
資
本
主
義
社
会
で

流
通
す
る
シ
ン
ボ
ル
に
対
す
る
も
の
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
出

来
る
。
し
か
も
、
各
々
の
商
標
は
、
家
紋
と
も
似
通
っ
て
い
る
。
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①
横
光
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
河
出
書
房
新
社
版
の
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』

を
参
照
し
、
引
用
も
そ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。

②
青
野
は
「
能
動
的
精
神
の
台
頭
に
つ
い
て
」
（
昭
和
九
年
一
一
月
「
行
動
」
）

に
お
い
て
、
『
紋
章
』
に
「
知
識
人
の
能
動
的
の
精
神
の
曙
光
が
見
え
て
み
る
」

（一

ｵ
頁
）
と
し
て
い
る
。

③
「
マ
ツ
バ
ト
ミ
」
は
、
大
正
八
年
一
〇
月
二
六
日
「
東
京
朝
目
新
闘
」
の
広
告

に
お
い
て
、
五
円
八
○
銭
と
な
っ
て
い
た
が
、
同
年
一
一
月
一
七
日
「
東
京
朝


